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1. 研究の目的  

斜面に設置された太陽光発電パネルの強風被害が報告されている。本報告書では、斜面に設置され

た太陽光発電パネル周囲の風速場と、太陽光発電パネルに加わる風圧力を明らかにし、設計用の風

荷重明らかにする。 

2. 研究の方法  

斜面に設置された太陽電池アレイに作用する風力を明らかにするために風洞内にアレイ面の風圧力

を測定できる模型を設置し、斜面の傾斜角度、パネルの傾斜角度を変化させた実験を行い、周囲の

風速場およびパネルに作用する風圧力の変化を測定した。対象とした傾斜地は単純な上り傾斜とし、

風洞実験は既往の文献 1)に倣って 2 次元模型実験とした。得られた測定値は模型と圧力センサーを

つなぐ導圧チューブの圧力伝達特性を用いて補正を行い 2)、風圧の変動値を求めた。 

 

 

写真１ 風洞内模型設置状況 

3. 得られた成果  

風洞実験により得られたアレイ面の最大および最小の風力係数を地表面粗度区分Ⅱのガスト影響係

数 Gf（=2.2）で除し、等価風力係数を求め、それらの値を JIS C 8955:2017 での順風（正圧）お

よび逆（逆風）の風力係数と比較し、斜面の傾斜角度、パネルの傾斜角度を変化による風力係数の

変化を明らかにした。 
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